
公益社団法人日本看護協会

会長高橋弘枝様

時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

一般財団法人女性労働協会では、厚生労働省からの委託により、「母性健康管理研修会」
を実施します。

本研修会は、職場において、妊娠中・出産後の女性労働者へ適切に配慮し、必要な対策
を講じることができるよう、事業主、人事労務担当者、産業医、産業保健スタッフ、産婦
人科医等に対して、産婦人科医・産業医・社会保険労務士等の専門家が、関係法令、各種
制度や妊娠中の症状等に対応した措置についての説明や相談事例につぃての検討を行う
とともに、母性健康管理の取り組みを推進している先進企業による事例発表・意見交換を
行い、実践的な対応方法を学ぶ内容となっています。

本研修会は、令和6年10月から令和7年3月まで、オンデマンド配信形式により、登
録制で実施しますが、期問中いつでも申込みが可能であり、また、視聴したいカリキュラ
ムの受講ができます。

つきましては、る刑惨会ご案内リーフレットを同封いたしますので、ご多忙のところ誠に
恐縮に存じますが、貴会会員の皆様への周知にご協力賜りますようよろしくぉ願い申し上
げます。

なお、研修会の案内・申込みについては、厚生労働省「働く女性の心とからだの応援サ
イト」内の「母性健康管理研修会」ページに掲載しておりますので、当サイトの周知及び
リンクにもご協力をお願いいたします。

「母性健康管理研修会」(厚生労働省委託事業)の周知への
協力について(ご依頼)

令和6年9月3日

一般財団法人女性労働協会

会長岩田三代

◆研修会案内・申込み先

厚生労働省「働く女性の心とからだの応、援サイト」内「母性健康管理研修会」

https://VVVVVV.bosei・navi.mhlvv.go.jp/kenshU2024/

<送付資料>

「母性健康管理研修会」開催案内リーフレット 20 部
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一般財団法人女性労働協会
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」を正しく理解するために

《事労務担当者事業主・産業医・産業保健スタッフ・産婦人科医の皆様
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一働きながら、安心して妊娠・出産できる職場づくりのためにー

オンデマンド
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企業における具体的取組事例について

企業による事例発表 自社の

事例発表企業による意見交換参考に!!

専門家による事例検討

お申込み・お問合せ

「働く女性の心とからたの応援サイト」お申込み専用フォームから

httpSゾ/VVVVW.bosei-navi mhlw.宮0.jp/kenshU2024/
事務局TEL.03-3456-4410
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晒酎言期間】令ネ 6年1■

基礎コース

法律で定められている母性健康管理、母性保護に

関する法制度、妊産婦の症状等に対応した措置な

ど基本的な情報を学びます

母性健康管理、母性保護に関する法律のあらまし

妊娠、出産に関するハラスメントについて

妊産婦の症状及び症状に対応した必要な措置

について

母性健康管理指導事項連絡力ードについて

働く女性の健康課題について

会社が妊娠中・出産後の女性労働者へ適切に

配慮できるよう、母性健康管理に関する法律・

制度を専門家が解説。企業による事例発表で

具体的な対応事例も学べます。

忙しくてまとまった時問がとれなくても期問中

ならいつでも分割して受講が可能です!

視聴
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Point 2

企業での実際の
対応例が知れる

÷各コース90分程度、いずれかのコースのみでも受講可能です

ご視聴方法

Point 3

講師が対話形式で
事例を解説

~令和7年3月

詳しくは裏面をご確認くださいト

お申込者様のみご覧いただけます。お申込者様に視聴URL、パスワードをご連絡します

企業における具体的な取り組み事例や実際に寄せ

られた相談事例をもとに、より実践的な職場での

対応方法を学びます

厚生労働省
ひと、くらし、みらいのために
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▼各コースの詳細はこちら▼▼

^コース

働く女性の「妊娠、出産」に関する法制度について徽15分)

働く女性が安心して妊娠・出産するため、男女雇用機会均等法では母性 木村剛一郎
健康管理措置について、労働基準法では母性保護等について定められて 厚生労働省雇用環境・均等局

います。厚生労働省より関係法令について説明します。 雇用機会均等課

ハラスメント防止対策室長

「妊娠中・出産後の女性労働者の体調管理の留恵点」 (約乃分)

産婦人科医から妊娠中・出産後の心身の変化、妊産婦にとって負担

が大きく配慮が必要な業務などについて解説します。母性健康管理

指導事項連絡力ードの具体的な利用方法も説明します。

実践コース

「企業における具体的取組事例について」徽20分)

母性健康管理の措置に関する社内体制整備の重要性、職場で

講じなけれぱならない措置と具体的な対応事例について、社会

保険労務士が法律的な観点を踏まえて解説します。

「企業による事例発表・意見父換」納卯分)

母性健康管理の取組を推進している企業の担当者、妊娠・出産を経て働き続けている女性労働者がそれぞれの視点で、

自社の取組や取り組む際のポイントなどを発表。対応の参考例が学べます。

また、事例発表企業が妊娠・出産しても働きやすい職場づくりについて、意見交換を行います。

事例発表企業

株式会社ツムラ
業1重化学工業

本社:東京都渋谷区

谷垣伸治
日本産科婦人科学会専門医・指導医

杏林大学医学部産科婦人科学教室教授

杏林大学医学部付属病院

総合周産期母子医療センターセンター長

「専門家による事例検討」(約20分)

実際に職場で起こりそうなケースを取り上げ、産婦人科医・産業医・社会保険労務士が対話形式で検討を行います。

それぞれの専門家からの視点から対応におけるポイントを解説します。

小畑泰子

大和リース株式会社
業種:建築・不動産業

本社:大阪府大阪市

講師 森谷路子
特定社会保険労務士

オフィスハーモニー社会保険労務士事務所

オンデマンド配信期問中は、所定のぺージより何度でも視聴できます。

●本VVEBセミナーを受講するためには、PC・スマートフォン端末とインターネット環境が必要です。

中井章人
日本産科婦人科学会専門医・指導医

日本産婦人科医会副会長

恩賜財団母子愛育会総合母子イ呆健センター顧E

愛育産後ケア子育てステーション所長

株式会社アイサス
業種:情報通信業

本ネ土石川県金沢市

ファシリテーター

長井聡里
日本産業衛生学会専門医・指違医

産業医科大学医学部衛生学非常勤講師

株式会社JUMOKU代表取締役

日本産業衛生学会専門医・指導医

合同会社ミーシャ代表

薗田直子
特定社会保険労務士

株式会社りンクス人事コンサルティング


